
いばらきの防災特集

【報道関係各位】 令和4年9月1日
営業戦略部プロモーションチーム

9月は防災月間です。茨城県ではこれまでに経験した様々な災害を教訓として、多くの防災に対する取り組みが行わ
れています。今回は、茨城県内で行われている防災に関する情報や防災アイテムなどをご紹介します。
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常総市は「平成27年9月関東・東北豪雨」に
よって市内を流れる鬼怒川の堤防が決壊、市の
およそ1/3が浸水し、多くの市民が避難生活を
余儀なくされました。その経験から、9月10日を
「常総市防災の日」と定め、市独自の防災シン
ポジウムを開催するなど、防災への意識を高め、
市民同士が協力し、助け合うことのできる取組を
行っています。
とくに小中学生の防災に力を入れており、中学

生が保育園児の避難を支援する訓練なども行っ
てきましたが、今年は新たな取組として、市内の
小学生の子を持つ家庭を対象とした1泊2日の
防災プログラム「防災チャレンジ」を初めて開催し
ます。このイベントでは防災に関する知識を学ぶ
だけでなく、自分たちで避難施設を設営、宿泊
するなど本格的な避難生活を体験することが特
徴です。2日目は、予約不要で誰もが参加可能

防災チャレンジ(常総市)/我が家のタイムライン(茨城県)/
【茨城県ならではの防災アイテム】 なめパッカン(行方市)/CRISISｰ01 (結城市)

防災チャレンジ（常総市）
日時：9月17日(土)・18日(日) (※要予約制（2日目の「防災スポーツ 」は予約不要）

【問い合わせ先】
常総市役所 防災危機管理課
TEL:0297-39-6000
問い合わせ時間:平日8:30～17:15
URL:http://www.city.joso.lg.jp/

茨城県が行っている“もしも”の備えをご紹介！

初開催！楽しくて本格的な1泊2日の防災学習イベント！

■本件に関するお問い合わせ、ご取材のお申し込みは、下記までご相談ください。
茨城県広報事務局（フロンティアインターショナル内） 担当：東山(070-3266-6497)、五十嵐(080-5475-7972)

TEL 03-5778-4844 FAX 03-5778-6516 E-mail: ibaraki-pr@frontier-i.co.jp
（リリース等の配信先の変更、配信停止をご希望の方は、上記までご連絡ください）

▲ 「平成27年9月関東・東北豪雨」時の常総市内の様子

なコンテンツとして「防災スポーツ 」を実施します。内容は、①災害時に役立つ様々な防災の知恵とスキルを体を動かし楽
しく学べる「防リーグ(体験)」と、②災害時の連絡手段や家具の転倒防止の対策、備蓄など日常から備える防災対策を
学ぶ「防トレ(対策)」の二部構成を予定しており、子供から大人まで楽しく防災を学ぶことができるイベントです。
【防災チャレンジ参加者募集要項】 (※プログラム内の防災スポーツ®のみ申し込み不要/18日9:30～11:30開催)
対象者：申し込みがあった常総市内に在住の小学生を含むご家庭(30世帯100名) から抽選
申込方法：いばらき電子申請 https://s-kantan.jp/city-joso-ibaraki-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=33785
募集期間：令和4年9月1日~令和4年9月8日
参加費：大人1,000円 小学生500円 未就学児 無料

場所：水海道あすなろの里 体育館

▲防災スポーツ®のイメージ写真



茨城県では「平成27年9月関東・東北豪雨」や「令和元年東日本台風」によ
る被災時に多くの住民が逃げ遅れてしまったことを教訓に、県独自の避難計画表
である「我が家のタイムライン」を策定しました。

「我が家のタイムライン」は、国土交通省が推奨している「マイ・タイムライン」を
ベースに、より多くの方にご作成いただけるよう、記入項目を優先順位の高い５項
目に絞り込むとともに、各家庭にあった避難計画となるよう、避難に時間のかかる
人の有無によって避難開始のタイミングを「【警戒レベル３】高齢者等避難」もしく
は「【警戒レベル４】避難指示」から選択できるようにするなどの工夫をしています。

県は、一家に一枚の「我が家のタイムライン」普及により、逃げ遅れによる人的
被害ゼロを目指します！
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(一社)行方市まちづくり推進機構は地元の特産物を使
用した、非常時以外でもおいしく食べられるようにこだわった
缶詰パンを開発しました。こだわりのポイントは味だけではな
く、災害時に少しでも元気になれるように、との思いも詰まっ
ています。明るくポップなデザインを採用しただけでなく、パッ
ケージに記載された「災害トリビア」もこだわりのポイントです。
ブルーベリー味とストロベリー味は賞味期限が3年以上の

ため、長期保存する防災食品にはぴったり！行方市の防
災食としても活用されています。
今年の3月に発売を開始してから、すぐに欠品になるほど

大人気。ECサイト「なめがたさんちの特選マルシェ」他、「行
方市観光物産館こいこい」などで購入が可能です。素材に
こだわりおいしい、デザインにこだわり元気になれる非常食で
“もしも”の備えをしてはいかがでしょうか。

▲味は全3種類/各600円(税込)・ECサイトより購入の場合は500円(税込)/1缶

【問い合わせ先】
茨城県 防災・危機管理部 防災・危機管理課 防災グループ
TEL:029-301-2885
問い合わせ時間:平日8:30～17:15
URL:https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/bousaikiki/bous
ai/bousaitaisaku/jishubou/mytimeline_waga.html

なめパッカン（行方市）
茨城県ならではの防災アイテムをご紹介！

【問い合わせ先】
一般社団法人行方市まちづくり推進機構
TEL:0291-32-7561
問い合わせ時間:平日8:30～17:15
URL:https://www.namegatasanchino.com/

「なめがたさんちの特選マルシェ」

CRISISｰ01（結城市）

【問い合わせ先】
直エンジニアリング株式会社
TEL:0296-35-3785
問い合わせ時間:平日8:30～17:30
URL:http://www.nao-e.co.jp/

結城市にある直(なお)エンジニアリング(株)では、板金
溶接の技術を活かし、構想に7年以上の歳月をかけた
「防災核シェルターCRISIS-01」を販売しています。「設
置場所の問題や高コストで手が出せない核シェルターをな
んとか普及出来るものにしたい」という思いで開発されたこ
のアイテムは、車1台分の駐車スペースに設置可能という
コンパクトさ。平時にはテレワーク用の仕事部屋、趣味部
屋などに活用できるよう普段使い出来る仕様になっており、
有事は勿論、地震の際の避難所にも使用できます。
(1～5人)

結城市のふるさと納税の返礼品にもなっているこの核
シェルターは、問い合わせも多く、実際に購入された方もい
ます。

▲完全受注生産627万円(税込)～

我が家のタイムライン
茨城県独自の避難計画表！

自慢の特産物を使用した「非常食用 缶詰パン」 趣味部屋としても使える「防災核シェルター」


